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ＩＬ結果

年Ⅱ齢分布（表l）:平均年齢は男性64.2（45～

86〉歳，女性77.3〈62～91）歳で，女性の方が有

意{こく'＜0.01）高J齢であった騨

病悩期間：男性では平均１５．５年（２年～50年)，

女性は平均3.7年（７厩～15年）で，男性の方が

有意に（，＜0.0x）長かった。

術前’の排ｲ更状況（表２)：女性では慢性便秘が

23例（70％）に認められたのに対して，男性では

慢性便秘は１例（11％）のみで，逆に下痢や便漏

れを４例（44％）に認めた．

出産藤〈表３）：女性32例中31例で出産経験が

あり，出産回数が３画以上の症例が１８例と半数以

上であった（平均３．５園)･

術式の内訳と再発率（表4）：三輪一Gant法

#こよる直腸Ｉ壁縫縮術が13例，三輪一Gant法に

Thiersch法を追加したものが27例Delo伽e法

が２例であった．

は じめに

直腸脱は全ての年齢Iこおいて発生しうる疾患で

あるが，老年期の女性が特に多いとされ，近年の

高齢化に伴い，Ⅱ本疾患を有する患者の平均年齢も

上昇してきているi》。直腸脱の原因としては解剖

学的成因が考えられており，経腹釣手術が根治性

の面では優れている露。近年，低侵蕊手術として

腹腔鏡下手術Ⅱの報告3>鱗も散晃されるものの，一

般(こ経而腹的手術は侵襲が高度で，本症が良性疾患

であることを考慮すると，仙高Ⅱ齢患者に対しては，

経腹的手術は結果的に過大侵蕊となる場合がある．

そのため当院では．三輪一Ｇ肌t-T伽rsch法に代

表きれる経会陰的手術を第一選択としている．今

胤当院における直J腸而脱手術例について，そ:の臨

床像と手術1成績を検討したので報告するｃ

Ｉ画対象と方法

，999年１月から2003年'２月までに，当院｡で手

術（初画手術）した完全直腸脱42例（男性９例．

女性33例）を対象とした。既往歴は’且虹門疾患で

はWlxitehead手術Ｘ例，婦人科疾患では子宮脱

の手術歴が’例認められた。Ⅱ検J討項目は年齢分布，

病悩期間，排便状況，出産歴〆術式別の再発率，

合併症とした．なお再発のJ有無の判定は，外来診

察にて怒:責法で行った。よって通院溺難な患者は

除外したく経過観察可能識は34癒例)．

表２術前の排便状況
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